
愁：存在の二律背反を抱きしめる美学。存在を規定する二元性の発見生命とは、この宇宙で最も神秘的であり、同時に最

脈打つ力である。細胞が絶えず代謝を繰り返し、成長し、進化し続ける。そこには未来への希望や世界を変えようとする

宿っている。生命は常に前へ、そして高みへと向かう「動」のエネルギーとして捉えられてきた。しかし、その輝きが強け

ほど、影のように寄り添うもう一つの感情がある。それが「哀愁」である。哀愁は、単なる悲しみや痛みとは異なる。生

間という不可逆の流れの中に置かれているという事実──すなわち「有限性」への気づきや、いつか失われるものへの予感

静かに立ちのぼる深い情感である。過ぎ去った時間への郷愁、叶わなかった夢へのかすかな痛み、愛するものがやがて消

という諦観。哀愁とは、生命の熱狂の後、あるいはその限界に触れた瞬間に、魂がかすかに震える響きである。生命の奔

終焉を予感する哀愁の静けさ。この二つは互いを否定するのではなく、むしろ相補いながら人間の存在そのものを形作る。

私たちが避けて通れない根源的な二律背反がある。生命の形而上学と実存的哀愁西洋哲学において生命はしばしば、理性

の源として語られてきた。ショーペンハウアーの「生の意志」は、理性を超えた盲目的なエネルギーとして生命を捉え、そ

されない渇望こそが苦悩──すなわち「存在の悲劇」──を生むとした。生命が求め続けるからこそ、満たされぬ寂しさが

けられるのである。実存主義はこの哀愁をさらに深く掘り下げた。サルトルやカミュは、人間が世界に「投げ込まれた」存

り、死を認識することによって初めて、自分の生の意味を引き受けねばならない孤独に直面すると説いた。この孤独こそ、

おいて最も純度の高い哀愁と言える。避けられない死への不安があるからこそ、私たちは「今」を選び取り、必死に生きよ

る。哀愁が、生命の最も強い原動力へと反転するのである。この苦闘と超克の物語は、クラシック音楽の大規模な形式にも

鮮やかに表れる。ベートーヴェンの交響曲第5番「運命」は、有限性との対決を象徴する生命の闘いそのものだ。そしてマー

の交響曲第2番「復活」は、個人的な苦悩と死の闇をくぐり抜けた先に、生命の再生と救済を壮大に歌い上げる。彼の「亡き

しのぶ歌」や「大地の歌」は、深い喪失の哀しみを、宇宙的な生命への受容へと昇華させている。時間と空間に溶け込む哀愁

学　日本における哀愁は、生命の儚さを愛でるための、極めて肯定的な感情として洗練されてきた。もののあはれと時間の哲

安時代に育まれた「もののあはれ」は、哀愁の本質を最も端的に示す概念である。桜の散りゆくさまや秋の虫の声にふと心

とき、そこにはあらゆるものが移り変わる「無常」への深い感動がある。この儚さを、理屈ではなく心受け止め、切ないほ

いと感じる感受性が「あはれ」なのだ。散りゆくものを愛でるという行為は、生命の有限性を肯定する最も純粋な姿である

寂びと生命の受容室町時代に深化した「侘び寂び」は、哀愁を静けさと不完全性の美へと導いた。苔むした石、風化した木

の不均一な茶碗──それらはすべて時間の痕跡であり、欠けたものの中にこそ深い精神性を見いだす。 完全を求める幻想か

、不足をそのまま受け入れる境地に、哀愁は静かに姿を現す。日本歌曲と郷愁のメロディ瀧廉太郎の「荒城の月」は、城跡

空間を通し、過ぎ去った栄華と無常を描き出す。中田喜直の「落葉松」は、冬の静けさの中で孤独と凛とした生命力を歌い

。「雪の降る街を」が映し出す喪失と回想の世界には、過去への深い郷愁が静かに流れている。 人々がこれらの歌曲に惹か

は、それらが「失われたもの」や「遠い記憶」という普遍的テーマと響き合うからである。音楽・文学作品に見る生命と哀

対話。魂の救済レクイエムは、死という究極の境界と人間の悲しみを宗教的視点から昇華する音楽である。モーツァルト、フ

、ヴェルディのレクイエムはそれぞれ異なる光を放ちながら、死への恐れを永遠の安息へと導いていく。特にフォーレのレ

ムは、怒りではなく穏やかな光に包まれた天国を描き、哀愁を「静かな希望」へと変えてゆく。 チャイコフスキーの交響曲

「悲愴」では、生命の情熱が最後の瞬間にかすかな輝きを放ち、ピアニッシモの終焉へと溶けていく。その静けさは、命が途

ていく様を音として刻み込んでいる。生命の情熱と諦観の対比川端康成『雪国』では、駒子の激しい生命力が、島村の冷静

識を通して哀愁に染められる。太宰治『斜陽』では、滅びゆく旧来の価値観と、新しい生命への渇望が交錯する。直治の死

される深い哀愁を背負いながら、かず子の「生きる」という宣言は、生命が再び立ち上がる音として響く。 現代音楽・ポッ

おいて普遍的な共感中島みゆきの「時代」や「川の流れのように」は、時間の大きなうねりの中に生命を見つめ、喪失を抱

ら生きる人々を優しく包む。坂本龍一「戦場のメリークリスマス」は、極限下の尊厳と静かな哀しみを、透明な旋律に刻ん

。アルヴォ・ペルト「フラトレス」は、反復するミニマルな構造の中に、普遍的な時間・空間、そして孤独の響きを描き出す

と昇華──哀愁こそ生命肯定の鏡生命と哀愁を見つめることは、突き詰めれば「どう生きるか」という問いに行き着く。哀

生命の反対ではない。むしろ、生命をもっとも鮮やかに照らす鏡である。 鏡を見ることで自分を知るように、哀愁を通して私

生命の輪郭を知り、その尊厳に触れる。散りゆく桜に涙するのは、花が永遠ではないことを知っているからだ。「散る」とい

感があるからこそ、「咲く」という奇跡はよりいっそう輝く。哀愁が深いほど、生命は強く印象づけられる。真に豊かな生と

命のエネルギーと哀愁の静寂をともに抱きしめることである。悲しみや喪失を切り離してしまえば、生命の半分を捨てるに

い。哀愁を受け入れることで、時間の有限性を理解し、他者の痛みや孤独に寄り添うことができる。生命の奔流をまといなが

胸の奥に静かな哀愁を宿して生きる。その二律背反を受け入れる勇気こそ、私たちを「ただ生きる存在」から、「生を深く味

美を創造する存在」へと導く。哀愁とは、広大な宇宙の中で一度きり与えられた生命という奇跡を、最も切なく、最も美し

せる。
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まなみーる岩見沢市民会館1Fロビー
岩見沢市9条西4丁目1−1

【主　　催】ハマナスアート　まなみーる岩見沢市民会館・文化センター
【お問合せ】ハマナスアート　TEL　0126－22－4235

火
マナロビmanamiru lobby concert

Vol.61

202512/23 18:00~19:00
入場無料

会場

来館
方法

函館本線　岩見沢駅下車　徒歩約13分

駅前バスターミナルから中央バスで高速岩見
沢号「市民会館前」下車　徒歩約2分

JR
バス

JR岩見沢駅

空知総合振興局

◎

★
〒

←札幌 旭川→

4条通り

長倉璃空

札幌市出身、17歳から声楽をはじめる。
北海道文教大学附属高等学校普通科を経て現在北海道教育大学岩見沢校
音楽文化専攻声楽コース1年在学中
23年第34回日本クラシック音楽コンクール高校生の部本選第1位　全国大会入選
24年第35回日本クラシック音楽コンクール高校生の部本選第1位　全国大会入選
国際声楽コンクール東京全国大会入選
大久保光哉、川原敦子、岡元敦司の各氏に師事

森下ききょう

倶知安町出身、北海道教育大学岩見沢校音楽文化専攻鍵盤楽器コース1年在学。
2023年第42回毎日こどもピアノコンクール　高校の部本選銅賞　連弾の部本選優秀賞
2023年第47回ピティナ・ピアノコンペティション　F級　本選第１位　
全国大会入選 デュオ中級A　本選第１位　全国大会入選
2023年第47回ピティナ・ピアノコンペテション北日本2地区
本選会北海道文化放送賞受賞
これまでにピアノを江森史枝、青山佳奈美各氏に師事。現在樋口英子氏に師事。

遠藤賢太

札幌市出身、15歳から声楽をはじめる。
市立札幌藻岩高等学校を経て現在北海道教育大学岩見沢校
音楽文化専攻声楽コース2年在学中
25年プリマヴェーラ声楽コンコルソventi全国大会入選
25年全国学生音楽コンクール北海道大会奨励賞
学内選抜ソリストとして演奏会に出演する
声楽を大久保光哉、川原敦子に師事


